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傷卜 句

旅
誘
う
　
友

の

七
変ヽ
化
む

ユも
（七
変
化

＝
紫
陽
花
）

着

葉

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

京
都
市
臓
体
障
害
者
協
会

平
成
２９
年
度
役
員
改
選

新
人
事
で
の
船
出

〃
¨

当
協
会
も
法
人
化
し
て
１７
年
の
歳
月
が
経
過
し
、
会
員
の
減
少

。
高
齢
化
が
大

き
な
課
題
と
な
る
中
、
６
月
の
理
事
会
に
お
い
て
、
大
幅
な
人
事
の
変
更
が
行
わ

れ
、
次
の
様
に
決
定
し
た
。
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黒
川
　
善
弘
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区
）

西
澤
　
昭
造

（右
京
区
）

村
木
　
長
夫

（西
京
区
）

小
坂
　
義
夫

⌒下
京
区
）

平
田
　
益
章

（伏
見
区
）

西
　
　
昭
男

⌒山
科
区
）

森
岡
　
久
恵

⌒南
　
区
）

日
野
　
　
勝

（中
京
区
）

事
務
局
事
務
局
長
　
小
坂
　
義
夫

（下
京
区
）

蔓
警
外
長
　
秋
谷
　
幸
枝

（南
　
区
）

会
　
　
計
　
川
端
　
正
彦

（中
京
区
）

と
り
わ
け
、
副
理
事
長

・
事
務
局
長

の
交
代
は
、
協
会
運
営
に
大
き
く
影
響

す
る
だ
け
に
、
こ
れ
を
機
会
に
協
会
全

体
が

一
丸
と
な
り
、
新
執
行
部
を
支
え

て
い
く
事
が
重
要
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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体
育
大
会
５
月
２８
日
当
日
は

好
天
に
恵
ま
れ
、
屋
内

で
の
８

回

目

の
大

会

に
な

り

ま

し
た
。

京
都
市
保
健
福
祉
局
障
害
保
健

福
祉
推
進
室
社
会
参
加
推
進
課

長
新
任

の
大
西
則
嘉
様

・
公
益

社
団
法
人
京
都
市
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
　
新
事
務
局
長
奥

村
崇
様
。
お
二
人

の
ご
来
賓
と

京
都
福
祉

レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン

研
究
会
よ
り
川
瀬
先
生
以
下
９

名

の
皆
さ
ん

の
ご
協
力

で
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
も
京
都
市
地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
の
空

調

の
効

い
た
快
適
な
体
育
館
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
達
当
協
会

の
事
業

に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
厚
意
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
総
勢
９０
余
名

の
参
加

者

で
、
団
体
競
技

に
は
参
加
者

全
員
が
参
加
し
て
楽
し
ん
で
頂

く
方
法
と
し
て
今
年
も
９
種

の

カ
ラ
ー

ハ
チ

マ
キ
の
チ
ー
ム
編

成

で
責
任
者
を
設
け
開
催

で
き

ま
し
た
。
１０
時
受
付
、
Ю
時
半

開
会
、
吉
田
隆

二
委
員

の
司
会

進
行

で
、
理
事
長
木
下
文
男
氏

の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
ご
来
賓

の
ご
挨
拶
を
戴
き
、
昨
年
度
優

勝
赤
色
チ
ー
ム
天
野
強
氏

の
宣

誓
。
団
体
競
技
８
種
日
、
個
人

競
技
４
種
目
と
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
頃
運
動
不
足
が
ち

な
私
達
、
団
体
競
技

で
は
と
く

に
当
日
即
席
チ
ー
ム
と
は
思
え

な

い
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
、　
一
生
懸
命
競
技

に
取
り

組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
個
人
競

技
２
種
目
で
は
ゴ
ー
ル
後
、
再

抽
選
を
行

い
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
楽
し
ん
で
頂
け
ま
し
た
か
？

個
人
競
技
４
種
目
は
出
場
者

全
員
に
景
品
を
用
意
し
、
団
体

競
技
も
９
チ
ー
ム
全

て
に
景
品

を
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。
京
都

福
祉

レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン
研
究

会

様

よ

り
、

参

加

者

全

員

に

少

々
目
立

つ
黄
緑
色

の
帽
子
プ

レ
ゼ

ン
ト

に
皆

さ

ん

の
笑

顔
、

有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
新
副

理
事
長
山

口
良
雄
氏

の
開
会
挨

拶

で
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
開
催

に
あ
た

っ
て
、

各
色
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
並
び
に
役

員
以
外

の
皆
様

に
も
よ
く
お
手

伝

い
戴
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

幸

輌 丸大食品
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当
事
業
所

で
は
障
害

の
あ
る
方

で
働
く
意
欲

が
あ
り
、
実
習
や
講
習

を
受
け
た
い
方

の
登
録

を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
事
務
所
内

に
は

ハ

ロ
ー

ワ
ー
ク
と
同
じ
求

人
票
も
置

い
て
あ
り
、

ゆ

っ
く
り
と
閲
覧
し
て

頂
け
ま
す
。
ま
た
当
事

業
所
独
自

の
講
習
会
等

も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ヮ
ー
ク

・
ジ

ョ

ブ
パ
ー
ク
と

の
重
複
登

録
も
可
能

で
す
し
、
連

携
も
し
て
お
り
ま
す

の

で
、
お
気
軽
に
御
来
所

く
だ
さ

い
。
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予
定
通
り
大
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
後

の

為

に
も
様

々
な
ご
意

見
を
事
務
局
に
お
伝

え
く
だ
さ

い
。
皆
様

の
ご
意
見
を
参
考
に

し
て
、
よ
り
良

い
大

会
運
営
に
な
れ
ば
と

思

い
ま
す
。
運
営
上

不
行
き
届
き
が
多

々

あ

っ
た
と
は
存
じ
ま

す
が
ご
容
赦
下
さ

い

今
後
と
も
役
員

一
同

尚

一
層
努
力
し
、
よ

り

良

い
大

会

を

と

願

っ
て
お
り
ま
す
。

体
育
部
長

菅

浪

善

造

罐難‐
=‐
瞑趾晰癬撻楊 壌晰予■勒 ―器‐凩鋏―輪―癬麒 聰勒 :輻 晰 憑 聯―寺‐魃 鶉蝙

交通部会だより銹

６
月
１３
日

（
火
）
、
交
通

委
員
会
は
研
修
を
か
ね
て
梅

小

路

の

「
京

都

鉄

道

博

物

館
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

懐
か
し

い
型
式

の
汽
車

・

電
車

の
展
示
に
は
想

い
出
が

い
ざ
な
う
…
。

Ｓ
Ｌ
の
乗
車
は
皆

の
最
大

関
心
事

で
あ
り
、
線
路
脇

に

続
く
木

々
の
緑

に
癒
さ
れ
な

が

ら

一
瞬

の
旅

気

分

を
味

わ

っ
た
。

十
数
年
前
、
静
岡

の
寸
又

峡
を
旅
し
た
時
に
乗

っ
た
大

井
川
鉄
道

の
Ｓ
Ｌ
が
蘇

る
…

梅
小
路

の
１５
分
程

の
ピ

ス

ト
ン
運
転

で
は
な
く
、
山
口

の
萩
を
走
る
貴
婦
人
号
に
夢

を

つ
な
い
だ
私

で
す
。

昼
食
後
は
体
験

コ
ー
ナ
ー

で
、
自
分

の
運
転
能
力
を
た

め
す
為
、
画
面
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ

ョ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

交
通
部
会
　
一調
田
美
智

子

鰈―彦辟―華=癬炸―蝙―鍼螂騨欲颯―辟‐齢趙 …螂絋謗茫舞踪 鱚 勒 聰―颯

お
ば
ん
ざ
い
お
爾
匁

ン
ヽ
ゝ
ｕ
ｎ
リ

コ
ー

ス
料

理

　
一一一〇
〇
〇
円
～

翁

一
人
毬

創
作
料
理

・
寿
司

・
魚
料
理

0バリアフリー居酒屋です.
0車いすの方 団体 OKです.

…(075)748¨ 8050
京都市伏見区南部町 50'|1村 ビル lF
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科
肢
体
協
会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

正
規
の
会
員
さ
ん
盤
名
で
す
が
、
参
加
者

は
‐７
名
で
年
々
減
少
の
一
途
で
す
。
そ
れ

で
も
参
加
し
て
頂
け
る
だ
け
で
も
、　
一
役

員
と
し
て
は
有
難
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
山
弘
、
前
連
合
会
長
も
元
気
で
毎

回
出
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
何
時
も
の

よ
う
に
第
１
部
は
区
支
部
長
の
今
西

謙

氏
の
挨
拶
か
ら
会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
で
第

一
部
が
終
わ
り
ま
し
た
。

第
２
部
は
懇
親
会
、
カ
ラ
オ
ケ
三
昧

で
し
た
。
皆

さ
ん
高
齢

に

な
る
と
話
題

が
自
分

の
身

体

の
事
や
家

族

の
事
が
話

に
出

て
き
ま

す
。
私
も
そ

の

一
人
で
す

が
、
今
日

一

日
で
も
こ
の

場

で
明
る
く

前
向
き
、
過
ご
し
て
頂
け
れ
ば
良

い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

又
、
次
も
元
気

で
お
会

い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
　
　
西

　

　

昭

男

な
ど
で

「荒
城

の
月
」
を
歌
わ
せ
て
頂

く
機
会
が
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
よ
く
知

っ
て
い
る
こ
の
抒
情

歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遠

い
記
憶

の
中
に

生
き
て
、
想

い
出
を
ひ
も
と
い
て
く
れ

る

一
曲
と
な

っ
て
い
る
人
も
多

い
の
で

は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

滝
廉
太
郎
と
土
井
晩
翠
に
よ

っ
て
生

み
出
さ
れ
た
日
本
を
代
表
す
る
名
曲
が
、

ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が

っ
た
の
か

は
誰
に
教
え
ら
れ
ら
れ
な
く
て
も
、
こ

の
曲
が
か
も
し
だ
す
情
景
を
思

い
描
け

ば
知
る
所
と
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
ふ

と
目
に
し
た
新
聞

の
記
事

に
、

こ
ん
な

事
が
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。

―
―

心
結
ば
れ
た
関
係
に
あ
り
な
が

ら
、
対
面

し

て
い
な
か

っ
た
二
人
が
、

初
め

て
会

っ
た

の
は
異
国

の
ロ
ン
ド
ン

だ

っ
た
。
「
荒
城

の
月
」
を
作
詞
し
た

土
井
晩
翠
と
、
曲
を
付
け
た
滝
廉
太
郎

で
あ
る
。

廉
太
郎
は
将
来
を
嘱
望
さ
れ
、
ド
イ

ツ
の
音
楽
学
校

に
留
学
し
た
が
、
病
を

患

い
、
失
意

の
帰
国

の
途
中
だ

っ
た
。

名
曲
を
世
に
送

っ
た
仲
だ
け
に
、
晩

翠
は
意
気
消
沈
す
る
廉
太
郎
を
心
か
ら

励
ま
し
た
。
（西
原
康
著

『滝
廉
太
郎
』

潮
出
版
社
）

同
曲

を
構
想

す

る
際
、
晩

翠

は
故

郷

・
仙
台

の
青
葉
城
址
や
福
島

の
若
松

城

（鶴

ヶ
城
）
な
ど
を
、
廉
太
郎
は
子

供
時
代
を
過
し
た
大
分

・
竹
田
の
岡
城

址
を
思

い
浮
か
べ
た
と
い
う
。

共

に
自
身
を
育
ん
で
く
れ
た
地

の
情

景
か
ら
創
作
し
、
そ
れ
が
融
合
し
て
不

朽

の
楽
曲
は
生
れ
た
。
―
―

こ
れ
か
ら
も
、
後
世
に
歌

い
継
が
れ

て
い
く

「荒
城

の
月
」
。

私
達
、
ク
や
わ
ら
ぎ
ク

は
、

コ
ー

ラ

ス
の
向
上
を
目
指
し
て
、
日
々
、
練
習

に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
昨
年
か
ら
音
響
設
備
の
良
い
舞
台
で

歌
え
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
「ア
バ
ン
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
」

で
、
他

の
コ
ー
ラ
ス
部
も

出
場
さ
れ
る
発
表
会

に
参
加

し
、
「
荒

城

の
月
」
を

一
生
懸
命
に
歌

い
ま
し
た
。

歌

い
終
え

て
幕

の
袖

に
引
き
揚
げ
た

時
、
音
響

の
操
作
を
さ
れ
て
い
る
方
が

「荒
城

の
月
、
と
て
も
良
か

っ
た
よ
」
と
、

大
き
な
声
が
飛
ん

で
来
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
二
年
目

の
出
場

の
際
も
同
じ
方

が

「荒
城

の
月
、
何
回
聞

い
て
も

い
い

な
あ
。
ほ
ん
ま
に
良
か

っ
た
よ
」
と
。

私
達

に
と

っ
て
何
よ
り
の
言
葉

で
あ
り
、

有
難
う

の
心
を
満
面
に
浮
か
べ
て
、
そ

の
方
に
会
釈
を
返
し
ま
し
た
。
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